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平成２９年３月１４日  

防災企画･地域支援課  

 

 
熊本地震を踏まえた「避難所外避難者」への支援対策について（案） 

 

１ 熊本地震における課題 

 熊本地震では、避難所の過密の回避やプライバシーの確保、自宅の防犯、建

物の安全性への不安、避難所までの距離、ペットとの避難等といったさまざま

な要因から、指定避難所以外にも独自に設置した避難先への避難や在宅避難、

車中避難、軒先避難等（以下「避難所外避難者」という。）といった多様な避難

形態が発生しました。その結果、被災者の把握や情報提供、救援物資の提供を

はじめとする生活支援に支障をきたしたことから、車中避難等の「避難所外避

難者」の発生を抑制する取組とともに、発生した場合でも可能な限り迅速かつ

網羅的に把握する方法等について検討する必要があります。 

  

２ 検討経過 

 以下のとおり情報収集等を行いながら検討を進めてきました。 

① 熊本地震被災市町の対応状況調査 

② 他府県・市の取組の情報収集 

③ 国の検討状況の情報収集 

④ 人と防災未来センターおよび新潟県２市への聞き取り調査 

 

３ 対応方針（案） 

車中避難をはじめとした避難所外への避難は、今後の災害においても生じる

避難形態と考えられるため、「避難所外避難者」のさまざまな発生要因を解決し、

抑制する取組を進めつつ、「避難所外避難者」が発生した場合でも可能な限り迅

速に把握し、支援することができる取組を市町とともに進めていきます。 

 

（１）「避難所外避難者」の発生を抑制する取組  

 

 

 

 

 

 

避難所外避難者の発生の要因として、建物の安全性への不安が挙げられていることから、

発災後、速やかに安心して避難所として使用できるよう、避難所毎に応急危険度判定を行う

要員をあらかじめ決めておくなど、迅速に応急危険度判定ができるよう市町に働きかけてい

きます。 

① 避難所の迅速な応急危険度判定（一層取組を進めるもの） 

 資料２－（２） 






